
受託団体名　公益財団法人茨城県国際交流協会　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．　事業名称 茨城県日本語教育アドバイザ－派遣事業

２．　事業の目的

３．　事業内容の概要

４．　運営委員会の開催について
【概要】
回数 開講日時 時間数 場所

1

平成25
年9月24
日
14:00～
16:00

2時
間

公財　茨城県
国際交流協
会

2

平成26
年3月10
日
14:00～
15:00

1時
間

公財　茨城県
国際交流協
会

【写真】

               （第一回運営会議）                         （第二回運営会議）

委託事業実施内容報告書
平成２５年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【地域日本語教育実践プログラム（Ｂ）】

平成２５年度日本語教育アドバイザー派遣事
業報告について

事業報告
１．取り組み１
２．取り組み２
３． 事業経費報告

検討内容議題出席者
１． 地域日本語教育実践
プログラム（B）応募の経
緯
２． 日本語教育アドバイ
ザー派遣事業　派遣申請
／決定について
３． 予算
４． 講座内容について
５． 今後の流れ

平成２５年度「生活者としての外国人」のため
の日本語教育事業について

石寺　真(代理出
席)
山田　恵美子(代
理出席)
岩本　郁子
池本　和一

  現在茨城県内には在住の外国人を支援するためのボランティア日本語教室が３０市町村に５６団体、９
７教室開催されている。各教室の指導者の拡充とレベルアップにより県内の日本語教育の体制維持・整
備をはかる。

  茨城県日本語教育アドバイザ－派遣事業では、当協会が事業のコ－ディネ－ト機能を担い、県内在住
の専門的な知識・経験を持つ日本語講師を「茨城県日本語教育アドバイザ－」として登録し、指導者養成
講座を開催する日本語ボランティア教室に直接派遣する。講座はこれから日本語を教えようとする指導者
のための初級講座と、既に日本語を教えている指導者を対象としたレベルアップ講座の２種類を設ける。
また、各教室の情報交換、連携のための会議や指導意欲向上のために「外国人のための日本語スピ－
チコンテスト」を開催すると共に、HPへの各教室掲載で、体制整備を図る。

島田　真澄(代理
出席)
中谷　あゆみ
岩本　郁子
池本　和一



５．　取組についての報告

○取組１：
茨城県日本語教育アドバイザ－派遣事業（関係機関等の連携・協力を推進する検討体制の整備）

（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者
当協会、県内ボランティア日本語教室

（４）　　参加者の総数　　　　　約70　人
（出身・国籍別内訳　　日本　64人 ）

（５）　　開催時間数（回数）　　　　5.5時間　　　（全2回）

回数 開講日時 時間数 場所 参加人数 国籍（人数） 取組のテーマ 内容 講師等氏名 補助者氏名

1

平成25年
7月4日
13:00～
15:00

2時
間

県民文化セン
ター分館　集会
室9

30人
日本（30
人）

日本語ボラン
ティアネット
ワーク会議

・各団体の活動状況についての意
見交換
・教室での外国人支援について意
見交換

中村　初江
（司会）

2

平成26年
2月1日
13:00～
16:30

3.5時
間

県民文化セン
ター
小ホール

34人
(全体の聴
衆は460

人）

日本（34
人）

第23回外国
人による日本
語スピーチコ
ンテスト

・日本語ボランティア教室指導者の
日本語ボランティア賞審査員への
参加

ルドヴィク・デピノ
（司会）
早瀬　典子（司
会）

常時 常時 協会HP
56団体、97

教室

協会HPへの
日本語ボラン
ティア教室掲
載

・日本語ボランティア教室の当協会
への登録、及びHP掲載による外国
人が日本語学習を受けやすい環境
整備

 【別紙１】参照

（７）　　参加者の募集方法

・ポスタ－による広報
【別紙２】参照

（８）　　特徴的な活動風景

日本語ボランティアネットワ－ク会議 第２３回外国人による日本語スピ－チコンテスト

・県内の市町村、市町村国際交流協会、民間国際交流・協力団体、日本語ボランティア教室への通知文
発送

・日本語ボランティアネットワ－ク会議開催
・｢外国人による日本語スピ－チコンテスト｣への参画
・日本語ボランティア教室の当協会への登録、及びHP掲載

（６）　  取組の具体的内容

　　県内のボランティア日本語教室の拡充、活性化、及び教室全体のレベルアップを目指すため、関係機
関と連携・協力し安定継続のできる体制を整備する。



（９）　　取組の目標の達成状況・成果

（１０）　　改善点について

｢日本語ボランティアネットワ－ク会議｣と｢外国人による日本語スピ－チコンテスト｣については今後も継続
し、実施体制の維持・整備をはかる。日本語ボランティア教室の当協会への登録、及びHP掲載について
は２年毎に登録内容の更新を行うと共に、教室からの依頼に従い随時更新し、外国人が日本語学習を受
けやすい環境整備を維持する。

【第２３回外国人による日本語スピ－チコンテスト】
日本語ボランティア教室の生徒も含む外国人１５名が発表を行い、会場には約４６０名の聴衆が参加し
た。日本語ボランティア賞審査員には３４団体からの代表者が参加し、審査を行った。日本語ボランティア
教室の生徒が応募することによる日本語学習意欲向上、及び教室指導者の指導意欲向上等、日本語教
育推進のための体制整備となった。

【日本語ボランティア教室の当協会への登録、及びＨＰ掲載】
外国人が日本語学習を受けやすい環境を整備するため、現在３０市町村に渡る５６団体、９７教室に関す
る情報が当協会に登録され、ＨＰに掲載されている。

【日本語ボランティアネットワ－ク会議】
７月４日（木）、県内の市町村、市町村国際交流協会、民間国際交流・協力団体の連携、情報交換を目的
とする国際交流・協力ネットワ－ク会議の分科会として｢日本語ボランティアネットワ－ク会議｣を開催し、
日本語ボランティア教室間の情報交換を行った。

【第２３回外国人による日本語スピ－チコンテスト】
２月１日（土）茨城県民文化センタ－小ホ－ルにて開催した。このコンテストでは在住外国人に日本語によ
る意見発表の機会を提供すると共に、賞のひとつに日本語ボランティア賞を設け、日本語ボランティア教
室より指導者の代表者１名に審査員として参画していただいた。

【日本語ボランティアネットワ－ク会議】
日本語ボランティア教室を運営する民間団体や市町村国際交流協会から約３０名が参加した。アンケ－ト
結果から、｢活発に意見が出て良かった｣｢それぞれの教室の問題点や共通する悩みが聞けて良かった｣｢
教材、教授法など具体的な内容を聞くことが出来、大変参考になった｣等、情報交換により今後の教室運
営のレベルアップ、安定継続への体制整備となった。



○取組２：

（１）　　体制整備に向けた取組の目標

（２）　　取組内容

（３）　　対象者

（４）　　参加者の総数　　　　　205人
（出身・国籍別内訳　　日本　205人）

（５）　　開催時間数（回数）　　158時間　　　（全68回）

平成25年度茨城県日本語教育アドバイザー派遣実績表

No. 合計時間 受講人数
修了証

発行人数

1 30時間 土浦市国際交流協会 26 19

2 24時間 東海村国際センター 25 10

3 30時間 下館国際交流友の会 23 7

4 24時間 古河市国際交流協会 40 36

5 20時間 取手市国際交流協会 21 15

6 10時間 潮来市国際交流協会 24 14

7 10時間 国際交流友の会「さ・か・い」 19 16

8 10時間 ソフィア日本語教室 19 11

合計 １５８時間 197 128

茨城県日本語教育アドバイザ－派遣事業（多様な機関等との連携・協力に基づく日本語学習機会の拡
充）

初級

レベルアップ

初級

初級

初級

講座

レベルアップ

レベルアップ

団体名

初級

（６）　  取組の具体的内容

【茨城県日本語教育アドバイザ－」の登録】
日本語教授法を指導するための専門的な知識を持つ講師の確保を図った。アドバイザ－は、１）日本語
教育能力試験合格、２）日本語教師養成講座修了、３）４年生大学（大学院）を日本語あるいは日本語教
育学主専攻（または副専攻）で卒業のいずれかに該当し、且つ日本語を実際に教えた経験があるか、こ
れに準ずる資格・経験を持っていることを条件としている。
　
　【日本語ボランティア教室指導者養成講座への｢茨城県日本語教育アドバイザ－｣派遣】
アドバイザ－を講師としてボランティア日本語教室の指導者養成講座に派遣した。派遣講座は各教室の
ニ－ズに従い、初級講座とレベルアップ講座の2種類とした。初級講座の総受講時間は20時間を下限、30
時間を上限とし、レベルアップ講座の総受講時間は10時間を限度とした。講座の中には外国人が参加し
やすいテ－マ（防災、子育て、日本文化など）を取り入れるよう依頼した。受講者のうち出席率が8割以上
の受講生に対して修了証を発行した。（ただし、これは日本語の教授法に係る資格を証するものではな
い。）

茨城県内のボランティア日本語教室に所属する日本語指導者の初心者。
現在ボランティア日本語指導者として活動しており、更なるレベルアップを目指す指導者。

各地域における日本語指導者の拡充や日本語ボランティアの更なるレベルアップを目指す。

・「茨城県日本語教育アドバイザ－」の登録
・日本語ボランティア教室指導者養成講座への｢茨城県日本語教育アドバイザ－｣派遣



（７）　　参加者の募集方法

・当協会HPによる広報
・各日本語ボランティア教室による広報

団体 媒体

土浦市国際交流協会 チラシ

下館国際交流友の会 市の広報

古河市国際交流協会 市の広報、チラシ

取手市国際交流協会 市の広報、ホームページ

（８）　　特徴的な活動風景

教室の様子１ 教室の様子2

（９）　　取組の目標の達成状況・成果

（１０）　　改善点について

・県内の市町村、市町村国際交流協会、民間国際交流・協力団体、日本語ボランティア教室への通知分

日本語ボランティア教室の安定的運営には十分貢献できたが、今年度は日本語教室の新規開設までに
は至っていない。今後も外国人が身近な場所で日本語学習機会を得ることができるように、現在教室が
開催されていない市町村へも当事業の広報活動の充実に努めていきたい。

【茨城県日本語教育アドバイザ－｣の登録】
現在１６名の日本語講師が当協会日本語教育アドバイザ－として登録している。

【日本語ボランティア教室指導者養成講座への｢茨城県日本語教育アドバイザ－｣派遣】
初級講座５団体、レベルアップ講座３団体へアドバイザ-８名を派遣し、新たなボランティア指導者の育
成、また既に日本語を指導している受講者へは教授法のブラッシュアップをはかった。受講人数合計１９７
名の内１２８名へ修了証を発行することが出来た。講座を実施する事前に講師と派遣団体の担当者が打
ち合わせを行うことで講師は派遣先の教室の活動状況、希望する講座内容などを把握した。各教室から
の報告の中には｢講座の内容が実践的で、受講したことにより自信を持って現場に臨めるという受講生が
多数いた｣等、ニ－ズを的確にくみ取ることが出来たことがうかがわれる。受講者にとって満足度の高い講
座を実施することが出来た。



６．　事業に対する評価について

（１）　　事業の目的

（２）　　事業目的の達成状況

（３）　地域における事業の効果，成果　　

（４）　改善点，今後の課題について
ⅰ　現状　

ⅱ　今後の課題

ⅲ　今後の活動予定

 現在茨城県内には在住の外国人を支援するためのボランティア日本語教室が４４市町村の内、３０市町
村に５６団体、９７教室開催されている。各教室の指導者の拡充とレベルアップにより県内の日本語教育
の体制維持・整備をはかる。

今年度の｢生活者としての外国人｣のための日本語教育事業における｢茨城県日本語教育アドバイザ－
派遣事業｣は、【取組１】関係機関等の連携・協力を推進する検討体制の整備と【取組２】多様な機関等と
の連携・協力に基づく日本語学習機会の拡充の二つを柱として実施した。
【取組１】においては各日本語ボランティア教室の情報交換による体制整備、教室に通う外国人と指導者
双方の日本語学習・指導の意欲向上への体制整備、外国人が日本語学習を受けたい時に各地の教室を
容易に知ることのできる環境の維持・整備を県内の日本語ボランティア教室との連携で行うことができた。
【取組２】においては教室の安定的運営・拡充を目指し、茨城県日本語教育アドバイザ－を講師として指
導者養成講座を開催する日本語ボランティア教室へ派遣することで新規の指導者養成及び新たな知識
の習得やレベルアップ等、指導者人材の育成に成果をあげることができた。

今後も当事業の継続による、県内の日本語ボランティア教室ネットワ－クの整備を目指す。平成２６年度
についての茨城県日本語教育アドバイザ－派遣事業は４月～６月の募集、選考を経て９月～２月のアド
バイザ－派遣を計画している。

日本語ボランティア教室は、外国人にとって日本語を学習する場のみにとどまらず、日常生活に必要な情
報の取得や生活相談の場所としての役割も果たしている。県内の外国人支援のためのキ－ステ－ション
として日本語ボランティア教室が生活者としての外国人の身近に存在していること、各教室が継続して安
定運営していくことの意味は大きい。

現在県内の日本語ボランティア教室は３０市町村に５６団体、９７教室が開催されている。転勤、高齢化等
にともなって今年は休止となった教室もあった。本年度は新規に開催した教室はなかった。

県内の各日本語ボランティア教室が安定運営・拡充を継続していくための連携体制維持・整備、及び日本
語ボランティア指導者の養成、拡充、ブラッシュアップの継続に向け、当協会が今後とも事業のコ－ディネ
－トを果たしていく役割を担う。｢茨城県日本語教育アドバイザ－｣の派遣を申請する団体には出来る限り
要望に応えていきたいが、当協会は厳しい財政状況にあるため、事業の安定継続へ向け、当｢生活者とし
ての外国人｣のための日本語教育事業を活用していきたい。



【アトラクション】 

 二胡演奏 楊芙蓉（中国） 姜豊国（中国）  

    インドネシア舞踊 ナディン・ナンダナリ(インドネシア)  ナディア・プトリ・ウタミ（インドネシア） 

【表彰】 

 茨城県知事賞（１名）     特別賞（１1名） 

 茨城県議会議長賞（１名）   日本語ボランティア賞（１名） 

 茨城県教育長賞（１名）    若人賞（１名） 

ひばり賞（１名） 

  

【協賛企業・団体（賞品提供）】（五十音順） 

茨城県市長会・茨城県町村会 茨城県信用保証協会 株式会社常陽銀行 株式会社筑波銀行  

株式会社日立製作所電力システム社日立事業所 キヤノン株式会社取手事業所 

公益財団法人茨城新聞文化福祉事業団 国際ロ－タリ－第２８２０地区 関彰商事株式会社 日東電気株式会社  

日本原子力発電株式会社茨城総合事務所東海事務所 広沢商事株式会社 ぺんてる株式会社 

水戸さくらロータリークラブ 

  

【日本語ボランティア賞審査の特別審査員参加団体】（五十音順） 

ICC国際交流 あみ日本語クラブ 牛久市国際交流協会日本語部会 オルビス 鹿嶋国際交流JCサークル 

KIFA（北茨城国際交流会） グローバルハーツ 古河市国際交流協会 国際交流友の会「さ・か・い」 

国際交流ボランティアネットワークさくら 国際交流ボランティア「ばらの会」 子供のための日本語教室太陽  

子ども向け日本語ボランティアせきれいの会 子ども向け日本語ボランティア「手と手の会」  

（財）つくば都市振興財団 下館国際交流友の会 ソフィア日本語教室 つくば市日本語教室けやきの会  

土浦ユネスコ協会 Tokai JLT にほんご教室 東海日本語ボランティア教室  

東海村国際交流協会（東海村国際センター） なか日本語くらぶ 虹の会 日本語教室とりで  

日本語ボランティア「ひたちおおた」 ふじの会 フレンドシップいしおか フレンドリーあんず   

Friendly Neighborhood Japanese Club メサフレンドシップ  

結城日本語教室「のびる会」（結城市国際交流友好協会会員） ラブニール 龍ケ崎市国際交流協会 

   

【若人賞審査の特別審査員参加高等学校】（五十音順） 

水城高等学校、常磐大学高等学校、水戸葵陵高等学校、水戸第二高等学校 

 

【運営協力】 

茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ（WYCCI) 

茨城県国際交流協会登録スピーチコンテストボランティア 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人茨城県国際交流協会 

〒310-0851 水戸市千波町後川745 県民文化センター分館2階 

TEL：029-241-1611 FAX：029-241-7611  

E-mail：iia@ia-ibaraki.or.jp 

URL：http://www.ia-ibaraki.or.jp/ 

Facebook：http://www.facebook.com/ia.ibaraki 



    

 
 

 

 

 

第 23 回 

外国人による 

日本語スピーチコンテスト 

 

 

 

 

 

 
 

2014 年 2 月 1 日（土）午後 1:00～4:30 

ところ 県民文化センター小ホール 

主催  公益財団法人茨城県国際交流協会 

共催  茨城県 



 

ごあいさつ 

外国人による日本語スピーチコンテストも，皆様のおかげをもちまして，今年度で第２２回目の開 

催となりました。今回は１７の国からおいでの３１名の方々からコンテストへのご応募をいただき 

ました。 

本来ならば，応募してくださった全ての皆さんに発表していただきたいところですが，時間の制約 

もありますので，スピーチの内容やテーマ，表現力等を考慮し１２か国の方々１５名に発表してい 

ただくことといたしました。 

県民の皆様におかれましては，外国の方々のものの見方，茨城で生活している上で感じたこと等お 

聞きいただくことで国際理解を深め，互いに協力して生活する多文化共生社会への一助となりまし 

たら幸いです。 

公益財団法人茨城県国際交流協会    

理 事 長 川 俣 勝 慶    

 

【スケジュール】 

１３：００ あいさつ・審査委員紹介 

１３：２０ スピーチ（途中休憩１５分間） 

１５：２０ 審査・アトラクション 

１６：００ 表彰 

１６：３０ 閉会 

 

【審査委員】（五十音順） 

泉 幸一  茨城県生活環境部長 

川俣 勝慶  公益財団法人茨城県国際交流協会理事長 

木邨 洗一  独立行政法人国際協力機構筑波国際センター所長 

島田 里美  株式会社茨城放送業務局報道防災課記者 

長谷川 典子 「茨城アジア教育基金」を支える会会長 

平野 有紀  株式会社茨城新聞社編集局報道本部学芸部記者 

渡邉 和男  筑波大学留学生センター長 

 

【特別審査】 

茨城県内の日本語ボランティア34名が「日本語ボランティア賞」を審査 

県内の高校生107名が「若人賞」を審査 

 

【司会】 

早瀬 典子（世界文化セミナー受講者 カルチャーセンター英語教師） 

ルドヴィク デピノ（フランス出身 茨城県国際交流員） 

 

【主催／共催】 公益財団法人茨城県国際交流協会／茨城県 

 

【後援】（五十音順） 

茨城県教育委員会，株式会社茨城新聞社，株式会社茨城放送， 

独立行政法人国際協力機構筑波国際センター 

ごあいさつ 

外国人による日本語スピーチコンテストも，皆様のおかげをもちまして，今年度で第２３回目の開

催となりました。今回は１５の国からおいでの３６名の方々からコンテストへのご応募をいただき

ました。 

本来ならば，応募してくださった全ての皆さんに発表していただきたいところですが，時間の制約

もありますので，スピーチの内容やテーマ，表現力等を考慮し１３か国の方々１５名に発表してい

ただくことといたしました。 

県民の皆様におかれましては，外国の方々のものの見方，茨城で生活している上で感じたこと等お

聞きいただくことで国際理解を深め，互いに協力して生活する多文化共生社会への一助となりまし

たら幸いです。 

公益財団法人茨城県国際交流協会   

理 事 長 川 俣 勝 慶   



発表者名簿（発表順） 

 氏 名 職業等（居住市町村） 出身国 
性

別
在日期間 タイトル 

1 
ナ ウ  エ イ プ リ  ワ ア 

パウ 

水戸国際日本語学

校生(水戸市) 
ミャンマー 女

1 年 8 ヶ

月 
私の貴重な夢 

２ ハリス ヘルディアナ 
技能実習生 

(つくば市) 

インドネシ

ア 
男

2年10ヶ

月 
日本のお父さんへの感謝 

３ 
タティアナ ラキア バ

ウム 

水戸第二高等学校

生（ひたちなか市）

オーストラ

リア 
女 10 ヶ月 

日本の学校のシステムと

世界 

４ 
鈴木 ジュム 

（すずき じゅむ） 

主婦 

（東海村） 
タイ 女

10 年８ヶ

月 
勇気を出して一歩前進 

５ 

コヌスパエフ ジャニベッ

ク 

 

筑波大学生 

(つくば市) 

カザフスタ

ン 
男

1 年 9 ヶ

月 

私の留学体験記—日本で過

ごした家族とのかけがえの

ない時間 

６ 
児玉 彬彬 

（こだま びんびん） 

役場職員 

（東海村） 
中国 女

14 年１０

ヶ月 

新たな私の人生（「なんでや

ねん!!」から「なんだっぺ!!」）

７ マレンダ ダグラス 
外国語指導助手 

（大子町） 
ジャマイカ 女

1年10ヶ

月 
一緒に踊りましょう 

８ 
金 瑜眞 

（きむ ゆじん） 

筑波大学大学院生

 (つくば市) 
韓国 女

3 年 8 ヶ

月 
発音より大切なもの 

 

休 憩 （ 15 分 間 ） 

 

９ 
カン ヌサラット ジャハ

ン 

筑波大学生 

（つくば市） 

バングラデ

シュ 
女

４年 10 ヶ

月 
愛すること、褒めること 

10 グェン ナム ヴァン 
会社員 

(古河市) 
ベトナム 男 3 年 

日本に来て不思議に思っ

たこと 

11 
ネランダ アザニア ア

ユ 

茨城大学生 

(水戸市) 

インドネシ

ア 
女 10 ヶ月 

日本の気づかれていない

美しさ 

12 
渋谷 ゲロン 洋子 

（しぶや げろん ようこ）

会社員 

(境町) 
フィリピン 女

１年６ヶ

月 
私のチャレンジ 

13 
杨 怡蕊 

（よう いずい） 

鹿島学園高等学校

生（鹿嶋市） 
中国 女 4 ヶ月 日本人の温かさ 

14 マキオニ メイジ 
外国語指導助手 

(石岡市) 
アメリカ 男

３年 10 ヶ

月 
歩くこと 

15 スワンペン ラースカン 
主婦 

（牛久市） 
ラオス 女

5 年 6 ヶ

月 
日本での新体験 

 




















